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青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
10
周
年
記
念
事
業

ヤ
マ
ト
王
権
は
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
か
P
a
r
t
．
Ⅱ

特
別
講
演

演
題
「
2
･
3
世
紀
の
長
突

円
墳
（
前
方
後
円
墳
）
の
胎

動
と
ヤ
マ
ト
」

講
師　

石
野
博
信

　

中
国
の
漢
の
時
代
に
は

「
陵り

ょ
う
し
ん
せ
い

寝
制
」
と
い
う
墓
の
上
に

建
物
を
建
て
、
食
べ
物
を
供
え

る
よ
う
な
制
度
が
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
風
習
が
2
世
紀
の
出
雲

や
大
和
に
入
っ
て
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、

新
し
い
思
想
と
し
て
日
本
列
島

の
各
地
に
長
突
円
墳
（
前
方
後

円
墳
）
が
出
現
し
ま
す
。
そ
の

中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

箸
中
山
（
箸
墓
）
古
墳
で
す
。

纒ま
き
む
く向
遺
跡
で
大
型
建
物
跡
が
発

見
さ
れ
、
そ
の
柱
列
の
南
側
に

箸
中
山
古
墳
が
見
え
る
こ
と
が

分
か
り
、
こ
の
建
物
に
居
所
し

た
の
が
卑
弥
呼
あ
る
い
は
台と

よ与

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

基
調
報
告

演
題
「
唐
古
・
鍵
遺
跡
〜
弥

生
か
ら
古
墳
へ
〜
」

講
師　

藤
田
三
郎

　

ヤ
マ
ト
王
権
の
始
ま
り
を
考

え
る
う
え
で
唐
古
・
鍵
遺
跡
の

動
向
は
重
要
で
、
弥
生
時
代
後

期
後
半
に
な
る
と
集
落
内
部
に

墓
が
築
か
れ
た
り
、
森
林
を
好

む
カ
エ
ル
が
生
息
し
て
い
た
り
、

環か
ん
ご
う濠
の
消
長
と
と
も
に
大
き
く

変
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
跡
周
辺
に
は
小
集

落
が
増
大
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
変
化
を
集
落
の
衰
退
と
み
る

の
か
、
混
乱
と
収
束
が
新
た
な

時
代
へ
と
変
化
さ
せ
た
と
み
る

の
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

演
題
「
纒
向
遺
跡
の
出
現
と

前
方
後
円
墳
の
成
立
」

講
師　

橋
本
輝
彦

　

奈
良
盆
地
の
東
南
部
に
は
、

出
現
期
の
前
方
後
円
墳
が
多
数

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
、
ヤ
マ
ト
の
弥
生
時
代
後
期

の
墓
（
方
形
周
溝
墓
）
か
ら
は
、

規
模
や
そ
の
内
容
か
ら
系
譜
が

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
纒
向
遺
跡
内
に
は
、

墳
丘
プ
ラ
ン
が
「
纒
向
型
」
と

「
箸
墓
型
」
タ
イ
プ
の
２
系
統
、

そ
し
て
全
長
30
㍍
ほ
ど
の
中
規

模
の
前
方
後
方
墳
、
方
形
周
溝

墓
な
ど
が
あ
り
、
遺
跡
内
の
首

長
系
譜
と
階
層
性
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

演
題
「
オ
オ
ヤ
マ
ト
古
墳
群

の
成
立
と
展
開
」

講
師　

松
本
洋
明

　

天
理
市
南
部
か
ら
桜
井
市
北

部
の
東
山さ

ん
ろ
く麓
に
展
開
す
る
オ
オ

ヤ
マ
ト
古
墳
群
で
は
、
1
0
0

〜
2
0
0
㍍
級
の
前
方
後
円
墳

が
多
数
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
で
、
天
理
市
中
山

町
の
中
山
大
塚
古
墳
は
葺ふ
き
い
し石

・

段
築
、
長
大
な
竪
穴
式
石
室
や

木
棺
、
埴
輪
祭さ

い
し祀
の
採
用
な
ど

そ
の
後
の
古
墳
祭
祀
を
特
徴
づ

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
持
っ

て
出
現
し
た
画
期
的
な
古
墳
で

す
。

　

こ
の
古
墳
築
造
後
に
箸
墓
古

墳
か
ら
西
殿
塚
古
墳
へ
と
展
開

し
た
と
考
え
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
古
墳
は
一
連
の
系
譜
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

演
題
「
土
器
類
の
移
動
・
交

流
か
ら
み
た
大
和
と
吉
備
」

講
師　

秋
山
浩
三

　

古
墳
の
出
現
期
に
お
い
て
、

日
常
土
器
の
交
流
で
は
、
吉
備

地
域
の
土
器
が
播
磨
や
大
和
よ

り
河
内
で
多
く
出
土
し
、
西
の

玄
関
口
と
し
て
河
内
地
域
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
吉
備

で
発
達
し
た
葬
儀
用
の
器
台
は

大
和
で
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
象
を
大
和
や
河

内
を
個
別
に
み
る
の
で
は
な
く
、

近
畿
全
体
で
吉
備
と
の
関
係
が

あ
り
、
そ
う
い
う
関
係
が
非
常

に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

で
近
畿
地
方
に
古
墳
が
出
現
し

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
、弥
生
の
里
ホ
ー
ル
で
、青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
唐
古
・

鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
「
ヤ
マ
ト
王
権
は

い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
か
P
a
r
t
．
Ⅱ
」
が
開
催
さ
れ
、
4
2
1
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、
特
別
講
演
・
基
調
報
告
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
簡

潔
に
紹
介
し
ま
す
。

兵庫県立考古博物館長。
初期の纒向遺跡の調査を
担当。弥生から古墳時代
にかけての墳墓・住居な
どを全国的に研究する第
一人者。

石野博信さん
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特集 ヤマト王権はいかにして始まったか Part. Ⅱ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

寺
澤
薫
さ
ん
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
の
進
行
の
も
と
、

ヤ
マ
ト
王
権
の
成
立
に
関
わ
り

の
あ
る
田
原
本
町
・
桜
井
市
・

天
理
市
の
地
域
密
着
型
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
、
各
パ
ネ
ラ
ー

が
持
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
始
ま
り
に
つ
い

て
は
、
概
ね
「
庄
内
式
」
と
い

わ
れ
る
土
器
型
式
か
ら
と
い
う

意
見
の
一
致
の
も
と
、
各
論
が

進
行
し
ま
し
た
。

　

1
つ
目
は
、
唐
古
・
鍵
遺
跡

の
環
濠
集
落
が
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
埋

没
・
縮
小
し
、
周
辺
に
小
集
落

が
増
加
す
る
原
因
と
、
纒
向
遺

跡
の
出
現
と
そ
の
主
体
は
大
和

な
の
か
ど
う
か
。

　

2
つ
目
は
、
大
和
王
権
と
い

わ
れ
る
前
方
後
円
墳
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
政
治
体
制
の
墓
制
は

大
和
地
域
か
ら
つ
な
が
る
の
か

ど
う
か
、
ま
た
、
前
方
後
円
墳

の
系
統
と
変へ
ん
せ
ん遷
は
ど
う
か
。

　

3
つ
目
は
、
大
き
な
墓
を
造

る
際
に
な
ぜ
吉
備
の
要
素
が

入
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
葬
儀

用
の
器
台
の
使
わ
れ
方
・
儀
礼
、

大
和
王
権
の
権
力
的
な
実
態
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ど

に
つ
い
て
、
各
パ
ネ
ラ
ー
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
寺
澤
さ
ん
か
ら
、
講

師
の
方
々
に
邪
馬
台
国
は
大
和

に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
卑

弥
呼
の
政
権
の
関
係
に
つ
い
て

一
言
ず
つ
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋
山
…
卑
弥
呼
が
い
た
の
は
唐

古
・
鍵
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
箸
墓
古
墳
の
よ
う
な

定
型
化
し
た
前
方
後
円
墳
の
段

階
で
の
ヤ
マ
ト
王
権
は
、
吉
備

な
ど
の
連
合
の
中
で
の
共
立
さ

れ
た
卑
弥
呼
の
王
権
だ
と
思
い

ま
す
。
ベ
ー
ス
は
大
和
・
河
内

に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
状
態
で

の
発
想
を
も
う
少
し
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
…
天
理
市
に
あ
る
東
大
寺

山
古
墳
か
ら
「
中
平
」
の
年
号

が
入
っ
た
2
世
紀
後
半
の
太た

ち刀

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の

太
刀
が
副
葬
さ
れ
た
背
景
に

は
、
纒
向
遺
跡
が
出
現
し
そ
の

後
オ
オ
ヤ
マ
ト
古
墳
群
の
展
開

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
地
域
に
、
纒
向
遺

跡
は
中
国
と
の
外
交
を
構
え
る

力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

橋
本
…
纒
向
遺
跡
に
大
和
の
政

権
中
枢
が
置
か
れ
る
こ
と
は
、

大
和
に
中
心
に
な
る
勢
力
や
人

物
、
卑
弥
呼
が
い
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
纒
向
遺
跡
は
卑
弥
呼

が
女
王
に
な
っ
た
場
所
、
そ
し

て
唐
古
・
鍵
遺
跡
が
卑
弥
呼
の

出
所
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
和
に
は
坪
井
・
大
福

遺
跡
や
平
等
坊
・
岩い
わ
む
ろ室
遺
跡
な

ど
の
大
き
な
環
濠
集
落
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
中
の
ど
こ
か

で
卑
弥
呼
が
生
ま
れ
纒
向
遺
跡

で
女
王
に
な
っ
た
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

藤
田
…
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

い
ま
す
と
、
卑
弥
呼
が
唐
古
・

鍵
遺
跡
に
い
た
可
能
性
も
あ
り
、

心
強
く
思
い
ま
し
た
。
今
後
も

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
発
掘
を
進
め

て
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

石
野
…
纒
向
の
時
代
に
は
唐

古
・
鍵
遺
跡
は
過
疎
地
で
す
が
、

そ
の
直
前
ま
で
栄
え
て
い
た
の

は
唐
古
・
鍵
遺
跡
で
、
そ
こ
の

リ
ー
ダ
ー
と
楯た
て
つ
き築

の
リ
ー
ダ
ー

が
相
談
し
、
過
疎
地
で
あ
っ
た

纒
向
に
新
し
い
都
を
造
り
あ
げ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町文化財保存課長。唐古・
鍵遺跡の調査を長期にわ
たって担当し、遺跡を総
合的にまとめる。

藤田三郎
桜井市纒向学研究セン
ター主任研究員。纒向遺
跡の調査を担当し、180
次に及ぶ調査の多くに関
わる。纒向遺跡を詳細に
研究する。

橋本輝彦さん
天理市教育委員会事務局
文化財課長。中山大塚古
墳などオオヤマト古墳群
の調査を担当するととも
に、これら古墳群の保存
に尽力する。

松本洋明さん
大阪府立弥生文化博物館
副館長。岡山県楯築墳丘
墓や弥生環濠集落である
和泉市池上曽根遺跡など
の調査に関わる。弥生集
落・交流などの分析を行
う。

秋山浩三さん
桜井市纒向学研究セン
ター所長。唐古・鍵遺跡
や纒向遺跡などの調査を
担当。弥生から古墳時代
の考古学資料から王権の
誕生・政治史を研究する
第一線の研究者。

寺澤薫さん
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